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18世紀初頭の女性論

一
Marivaux　journalisteの場合

赤 木 富

Le　sentiment　sur　les　femmes　et　I’6ducation　des　filles　chez

Mairvaux

美 子

Fumiko　Akagi

　　　Des　femmes，　Madame　de　Lambcrt　a　ex卿6　une　nouvelle　id6e　de　son　6poque，　sans　se　r6volter

toutefois　contre　la　tradition　du　17e　si合cle；elle　a　admis　qu’a　la　diff6rence　des　hommes，1es　femmes

sont　plus　dou6es　du　sentimeRt　que　de　la　raison，　mais　elle　a　afHrmεqu’e11cs　auraient　pu　6tre

sup6rieures　aux　hommes　a　cause　de　cette　diff6rence　m6me，　si　leurεducation　avait　6t6　bien　faite．

　　　Nos　6tudes　pr6c6dentes　sur　cette　dame　nous　permettent　de　penscr　que　cette圭d6e　nouvelle

avait　des　sympathisantsゑ1a且n　d疑17e　si6cle　et　surtout　au　d6but　du　I　8e　siδcle．　Ce　que　nous

nous　proposons　d’essayer　maintenant，　c’est　de　poursuivre　cette　id6e　parmi　les　esprits　excellents

du　siさcle　des　Lumiさres，　en　supposant　un　cours　qu呈，　partant　de　la　fin　du　siさcle　pr6c6dent，　ne　cesse

pas　de　se　d6veloPPer　pendant　le　18e　siさcle．

　　　Aprεs　nos　investigatioas　sur　quelques　grands　hommes　du　siさcle　nous　avons　choisi　Marivaux

dans　cet　essai　et　examin6　ses　opi捻ions　publi6es　dans　Ies　journaux。　Ces　textes　nous　donnent

un　avantage　parce　que　nous　pourroas　y　voir　le　se陰timen£de　Marivaux　plus　direct　que　dans　ses

oeuvres　dramati儀ues　et　en　m6me　temps　ils　Ilous　permettent　d’entrevoir　la　r6alit6　de　1’6p　oque．

　　　Nous　avons　constat6　que　Ie　sentiment　sur　les　femmes　de　Marivaux　a　beaucoup　de

ressemblance　avcc　celui　de　Mme　de　Lambert．

　　　　Tout　d，abord，　il　d6丘nit　partout　les　femmes　comme　naturellement　coquettes　et　qui　veulent

tojours　Plaire．

　　　11dit　encore　comme　Mme　de　Lambert　que　1’6ducation　traditionelle　ne　peuvent　rien　pour

cOrriger　ce　caractere，　qU，　aU　cOntraire，1a　cOntrainte　m6ne　sOuvent　au　maUvais　effet・

　　　En　appr6ciant　Ia　qualit6　de　sentir　chez　les　femmes，　il　propose　comme　le　meilleur　moyen

de　Ies　cenduire　bien，　de　王eur　laisser　Ia　libert6　en　sc　con丘ant　en　leur　sentiment　et　de　don簸er

toutefois　les　sages　conseils　par　la　mさre　ou　par　une　amie　Sg6e，　quand　cela　est　n6cessaire，　mais

toujours　ea　qualit6　de　leur　amie．（】’6tait　la　une　vraie　6ducation　des丘11es．　Ges　conseils　aux

劒es　donn6s　par　les　femmes　Sg6es　nous　rappelle　aussi　ravis　de　Mme　de　Lambert　a　sa丘11e．

　　　Ainsi，　nous　avons　pu　admettre　uRe　ressemblance　remar儀uable　entre　cette　dame，　ma童tresse

fameuse　d’un　salo鍛s6rieux　et　cet　esprit　qui　montrc　bien　des　conpr6hensions　sur　les　coeurs
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f6minias．　Nous　pourrons　y　ajo疑ter　ie　fait　q疑e　Mar三va疑x　6tai宅u鍛habitu6　du　salon　de　M蹴e

de　Lamber重．

　先に，18世紀初頭の女性論の変化と発展という観点から，Mme　de　LambertCD，「娘に与える

母の意見」などの著書を検討して（P，興味ある二，三の点に注農した。例えば，女性を従属的

な存在としている伝統的女性論に，正面から反対するのでなく，女の一生が，「気に入られる

こと。」（2）に運命ずけられていると認めながらも，それをこえた生き方も可能だと主張した点，

また女性が本来，理性よりも感性に葱まれた存在であることを肯定した上で，　それに加えて理

性を培うことが許きれるなら，男性以上にすぐれた存在になり得るという嚢∫能性を強く示唆し

た点などがそれである。その後、彼女が理想の女性としてあげたMme　de　La　Sabliさreの生涯を

調査し（3），17盤紀から18慰紀に受けっがれ，発展して行った一っの考え方の跡をたどってみよ

うとした。その結果，Mme　de　Lambertのような主張は，18坦紀初頭に活動した，ある知的グ

ループに共通の女性観として考えられるのではないかという仮定へ導かれた。

　今回は，この仮定を確語してゆくための一歩として，Marivauxの女性観をとりあげたが、一

見してMarivauxとMme　de　Lambertの考え方の闘には大きな類似が認められる。この小論は，

この印象をtextelcあたって確認してみるためのものである。

　大きな類似というのは，例えば，Mme　de　LarnbertCi）「娘に与える母の意！認」が示すように，

母が親権者としてでなく，mondeに生きる一人の友達，一人の先輩として，この危険な海の渡り

方を助言するという形が，やがて理想的な母娘のあり方として，Mar圭vauxのLa　Mere　conjdente

の童題となるといった点である。もちろん，「娘に与える母の意見」の刊行は1728年，五α醗廻

confidenteの上演は，1735年で，　Mme　de　Lambertの著書が，劇に薩接影響をあたえたとはい

えない。この劇は嗣じMarivauxのL，EcoZe　des　Meresと対をなすもので，共｝c　Dancourtの

“Parisiennc”から想を字尋てっくられたという研究が発表きれており｛4＞，きらに，　Deloffreによれ

ば，母が娘の友人という資格を得ようとする着想は，1732年出版きれたMme　de　M6heustの小

説，Z’研S渉0舵d’Emilieの中に見嵐きれるというく「・）。この様にLa　Mere　confidenteが，　Mme

de　Lambertの書物からヒントを得たという証明はないが，　MarivauxがM孤e　de　Lamberta）サロ

ンの常連であった（ωことを思うと，お互に，こうした母娘のあり方にっいて意見をのべあった

こともあっただろうという推測は，許きれてよいと思う。La　Mere　confidenteが非常に大き

な入気を拍し，それは“伝統的意見に逆った”ものだったからだという当時の人の批評σ）を考え

合わせると，この類似は，18世紀の女性観の変化や，　きまざまの流れを調べるという，われわ

れの主題にとって貴重なものに思われる。

　　さてこの様な印象を手がかりとして，Marivauxの女性観を検討し，先にMmC　de　Lamber亡

の著書に見出きれたような面白い注目が出来るかどうか見てみよう。
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＊

　Marivaux劇の女主入公達は，17世紀とは全く異った新しい世紀のフランス女性のタイプと

して，独自の存在であり，　その綿密な検討が，われわれの問題に大きな光明を与えてくれるこ

とは疑いないのだが，劇という昇華きれた形での女性観の検討に入る前に，こSでは資料とし

て，MarivauxがMercureや彼自身の新聞に発表した文のみを用いたい（8）。

　Mme　Duryがすでに指摘きれたように（9），　journalisteとしてのMarivauxは，わずかな研究

者以外，気にとめるものもないけれど，彼の才能の非常に面白い一面を示すものである。これ

らの記事は，読者からの手紙の形式であったり，筆者の毒舌であったり，時1こは詩であったり，

様式は変化に富みながらも，いっも時代の観察者，批判者，教訓家としてのMarivauxの意兇を

うち出している点で，われわれの閾に，明瞭に答えてくれる材料だと思われる。もちろん，作品

によって一例えば，1717－20年にMercecre　lcのった記事は，とくに観察者Marivauxの薗を，

1722年一2年3－24年と現われた彼の新聞SPectatenr　frangaisは，より多く教訓家としての面

を示している一といった違いはあるけれども，女性観については，それほど大きな変化は見ら

れないので，任意に引用例証させて頂く。

＊

Mme　de　Lambertが，女性の能力は男性と同じであると主張せず，両者の間の能力の区別を

はっきりと認めた上で，それぞれの特徴を対等なものとして論じようとしたことに，われわれは

注目したが，MariVauxもこの点，両者の間に，社会的のみならず，本来的，自然的な区別を設

定している。（もっともPascalのように，自然とは，第一の習慣ではないのかという理論を適用す

れば，この自然的という言葉も，あいまいになってくるが。）（10）たとえば，助θo忽詑解メ勉璽認s

の24e　feuilleに，孤児になった姉弟の物語が出て来る。その中で姉が「私の年頃で財産ももた

ない娘は，この世閲で何になることが出来ましょう。どちらを向けばいSのでしょう。どこに避

難所がありましょう。でもお前については，全然ちがいます。お前にとっては，ちゃんとした道

がいっもあるのです」（11）という言葉は，社会的な両者の立場の相違をはっきりと示している。

また4e　feuilleにも，長い訴訟と貧困に苦しむ母娘の物語がのせられている。　q　2）事実，保護者

のない女性の困難な立場は，Marivauxが，物語の申で好んで描くものの一つである。この社会

的相違という大きな現実は，Marivauxの女性観において，認識の根底をなしていたと思われる。

きらにMarivauxは，この相違を本来的なものとして捉え，「女性は，われわれよりも，より弱き

性である」q3）から云々と言っている。弱き性である女性が，保護者もなく社会に生きてゆくた

めの，どんな才能が可能だろうか。この問題は，彼の大作，La　Yie　de　Marianneの主題とな

るものである。

　きて，自然がっくったのであれ，社会がつくったのであれ，このような地位の申で，18世紀の

女性は，彼の目にどのように映ったのか。とりあげた資料で，特に注目に価するのは，Mar1Vaux
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が，こSでは，抽象的に女性を想定するのみでなく，現実を具体的に捉えるジャーナリストと

して，綿密に，，各階級毎に，女達を観察していることである。そこでまず，当時の女性像を，

Marivauxの目に映ったまs，略述してみよう。

　はじめに民衆の女は，その口汚なさで特徴づけられている。「民衆は，Parisでは，あらゆる

悪徳の申に生きており，喧嘩でそれを罵りあう。女達は女同志，自分の汚辱の生活を恥じるこ

とはない。恥となるのは　喧嘩や口論で負けることである。」（14）夫婦の間でも，たえず罵り合

っているので，深刻な喧嘩もきほどこたえない。Marivauxはこれを，嵐の海にたとえて，身分

の高い人々の静かな海で，舟がわずかな風にもゆらぐのよりよいと言っている。（15）

　次に市民階級の女性はどうか。Marivauxはこの階級が大変多様であることを認めながらも，

あえて語るとすれば，と前おきした上で（1ω，巧みな機智と世辞で客の財布をはたかせる女商

人達の姿を，いきいきと描いたり（17），女性達の著しい堕落をのべて，立派な集りにも，老人

から金を得るふしだら女が来ているのにおどろく話をのせている。友人は，おどろいている「私」

に，「そんなつまらないことが，不名誉になるなら，こSの女の人で，避けなくていSような女

は一人もいませんよ。」と答える（18）。Marivauxによれば，市民階級とは，民衆と貴族の混成動

物で，物腰は貴族の猿まね，その本性は民衆であるというq9）。

　きて，その貴族女こそ，最もたちの悪いものである。貴族の女を，市民階級の女と比べなが

ら，Marivauxは次のようにのべている。「宮廷の習慣で育って，自分の権利と自由の拡がりを

知っている貴族の女性達は，公然の情人を持っことを，少しも恥としない。それは，bourgeois

風に恥じることだというだろう。ではどんなことが恥か。情人がないこと，または失うこと，で

ある。情人達といってもいSだろう。他処では不名誉なこの複数形が，こSでは名誉ある行列な

のだ」（20）。では一体どうやってこうした情入共をひきとめておくか，どうやって，つまり，希

望をもたせて，なのだ。「普通の，一というのは町や村の女の場合には，放縦から清められて，徳

を文字通り保つよう教えこまれた町入風の教育が，情入を大目に見ることを女性に禁じている。

もし大目に見たとしたら？その女は罪への一歩を踏み出したと云ってよい。実際そこまでゆく繭

に，だんだん賢明きを減してゆき，何と多くの，董恥心の働きが無駄に終ってしまったことか。

そして情人に希望を与えた，となれば，罪は確定的だ（21）。」ところが，貴族の女は，こんな「心」

を持っていない。「結婚していたって，自分に焦れる人を持つことができる。いわば供揃えの一

部みたいなものなのだ。貴族の女が男に与える希望といえば，宙にういたでたらめで，定り文句

で，宮廷の茶番なのだ」（22）。こんな風に，「身分の高い女は，市民階級の女の欠点を全部合せ

持っている。たS’受けた教育と習慣によって，上品に仕上っているだけなのだ。身分の高い女が，

市民階級の女に対してとる，一番よくのみこんだ軽蔑の仕方は，愛想のいS言葉や，親切な扱い

だ。身分の高い方って，町寧だわ。と町人女はいう。どんな戦術にかSっているか知らない気のい

s女。この町寧さで下磯のすみっこへちゃんとおかれてしまっているのに。」（23）結周貴族女の

優雅さは，「親の虚栄で始められ，他の女の例を見たり，つき合ったりして進んでゆき，本入の
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虚栄心がいろいろ学んで，磨きあがったものなのだ。理性ある人間は滑稽と思うが，青年達は魅

きつけられるし，民衆には威圧になり，町人女には，いっもまねるがまねの出来ない優雅き。貴

族の女達が，ふみまよってゆく悪の道と，となり合せで，傲慢のつくった傑作だといえよう。」（24）

　こう並べてみると，要するにどの階級の女性も，この時代には，堕落がいちぢるしく，Mari－

vauxの目に余る点が多かったらしいが，これらの資料をもう少し抽象的にまとめてみよう。

Marivauxは「女性」をどのように特徴づけているだろうか。

　MariVauxの女性観を，これらの資料にあたって調べたところでは，伝統的とも云うべきいろ

いろの悪口をあげることは．勿論できる。たとえば，m6disanceである。　SPectateUT　fr　anc，ais　e（

は，女性が他の女を巧みにけなす様子が見事に描かれている。（25）また虚栄心も注目きれていて，

虚栄心から好きでもない入聞をひきつけておこうとする女性の話（2ωや，美男だという評判だけ

で，そのtitreのためにその人を愛するようになるものだという（27）指摘なども見いだきれる。し

かし，これらの特徴にもまして，MariVauxの注目の申で大きな位置を占め，また興味深いの

は，女性のcoquetterieについてのそれである。

　まず，女性の服装にっいての観察を見ると，「女達は，倦くことなくcoquettcなものであるが，

coquetteでないように思われようとする時ほど，　coquette’なことはない。」と云って，その例に当

時流行のn6gk96をひき，「それはcoguetterieを放棄したように晃えるが，実にみせかけだけ

で，気に入りたい欲望の最高傑作である。」（28）ことをいろいろ証明している。Lettres　Sttr　les

habitants　ae　Parisの中では，貴族の女性の中，特にfemmes　coquettesという項を設けて説明し

ている。これは，女性の申の堕落していないものではあるが，「coquette　honorairesと云うべき

もので，情人には，近ずくことだけ許して，自分の魅力の証のみを満喫している女性である。」

（29｝とのべ更にもっときびしく，情人をよせつけない女達も，近ずき難い美人の中に数えられる

のが快いためだとして，そこに彼女達のcoquetterleがあるとのべている。又別のところでも，

恋人がないのが恥だというのも，「女性がcoquetteであることを考えれば理解できる」（30）と言

っている。

　このように，列挙してみると，　coquetteでない女性はないかの如くであるが，事実Marivauxは，

「OR　ne　peut　6tre　femme　sane　6tre　coquette」（3Pと明言し，更に詳しくのべているところでは，

「女性は，coquetterieの感情を持っていて，それは彼女達の魂から立退くことはない。それは爆

発の時には烈しく，また時には無関心の申で静かにしているが，しかし常に現存し，常に待ち構

えている。それは一一言で雷えば，女性の魂の永遠の動きであり決して消えることのない聖火であ

る。それ故，女は特に意識してのぞまずとも，いつも気に入りたいと希うものである。自然がこ

の感情を女性においたのである。」（32）といって《Une　femme　qul　n’est　plus　coquette，　c’est　une

femme　qui　a　cess6　d’δtre》（33）とまで極言している。

　われわれはこsで，Mme　de　Lambertが，「娘に与える母の意兇」の申で，「才能も装いも，

なおざりにしてはなりません。何故なら女性は気に入ることに運命ずけられているからです。」

（34）といs，「気に入るためには，人の心を知らねばなりません。云々。」（35）と忠告を展開し
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ていたのを思い出す。人の気に入りたいと希うのは，女性の本性であるというこの定義の仕方は

MarivauxとMme　de　Lambertだけの考ではなく，F6nelonの女子教育論にも，大きな女性の罪

悪の一つとしてあげられている。しかし，その本性をどう導くかという点では，おのおのその意

見は異っているし，またMarivauxほど詳しくこの本性を描き出したものはないと思われる，以

上の彼の女性観を念頭においた上で，ではMar圭Vauxが，こうした本性を持った女性にとって，

どういう生き方がのぞましく，そのために，どう導かれるべきだと考えていたかを一べっしてみ

よう。とりあげた資料を通して見られるMarivauxは，この問題について，非常に大きな関心を

持っていたことが，うかS“われるのである。

　最初に，伝統的な隔離教育に対する批判が目につく。特にその無効が強調きれている点，　Moliere

の1’Ecole　des　Femmes　Pl来の流れを容易に考えることができる。例えばLe　SPectateur　frangais

の12e　feUilleでは，家庭でありながら，厳しい母の許で，まるで修道女のような格好をさせられ

て過している16才の少女の告白として次のような一文がのっている。

　「私は将来coquetteな女になるのではないかと，とても心配です。ちらっと見えたリボンにも感

動してしまうし，かわいS少年が私を見てくれただけで心がときめきます。私は，着飾ったり愛

きれたり人の気に入るということには，大変な悦楽があるものと思いこんでしまっていますの

で，もし実際持っていたら何とも思わないような，多分っまらないことにこんな風に心をきわが

せるようにさせた母を，憎みたくなるところです。私がもっと気立ての悪い子だったら，きっと

憎んだことでしょう。」（37）

　本当の隔離である修道院きえ何の役にも立たない。Lezltres　contenant　le7ze　ave7ttureに出て

来る一人の婦人は，何も知らない間なら，失うものの価値もわからずいSだろうと，9才の時修

道院に入れられた。3年間は別に何の希望もなく過ごしていたが，しかし少しも修道院に向いて

いないこの心は，まだ何をのぞむというのではないが，「あてのない心のときめきで，自分に適

った快い感動が存在することを，見抜いていたようで，そういう快い感動が，自分にも来ること

を待っているようだった。」（38）そうしたある日，病気の娘を見舞いに来た友達の母が伴ってい

たその兄に会う。そして忽ち目で語り合う術をきとり，その自分の様子には，「はじめてらしいと

ころさえなかった。」（39）と告白している。また，「全く幼かったにも関らず，男の人に対しては，

気分が変りやすいのがいsということを理解していた。」（40）といった風に，自然に備わった

coquetteな本性を，抑えつけても何にもならないという話がのっている。また先に引用した“La

Mδre　confidente”と反対に，母親があまりに圧制的な教育をしたために，かえって娘が反機して

ゆく様を描いた話もある。「私は生れっき賢い子です。……信仰についても誓って云いますが，母

があれほど要求しなければ，もっと信心深くなったでしょうに。ほんとうに，母と生涯一緒に生

活してゆかねばならないなら，私は不信心者になってしまうでしょう。」｛41＞とか「お母きん，

あなたが私におきせになったおっとめや，課きれた束縛のせいで，私が陥っていたあらゆる嫌悪，

不平，気の散り方，焦燥…」（42）とかいう訴えがのっている。

　本性をゆがめた教育，束縛は，かえって危険であるとMarivauxが考えていたことは，恋愛に
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ついて女性を二つにわけた部分にもうかs’える。この分類は，SPectatezerfrangaisの10c　feuille

に，散歩で出会った男の話として見出されるが，この男によれば，coquetteで気の散りやすい女

に嫉妬するのはまちがいで，賢くて徳高い女の夫こそ用心しなければならないのだそうである。

その理由は，「移り気でcoquetteな女が，気に入ろうとするのは貴方でもなく誰でもない。それ

は「皆」なのです。集合した「皆」になのです。これが彼女の情人で，彼女が耳をかたむけ，愛

するのは，これなのです。貴方にほんの一瞬しか目をとめてくれない女の心を捉えるなんて，至

難のわざですよ。……（これに反して）徳高く賢い女の心は，やきしく服従的で恭々しい情人

によって，すぐとらえられます。こういう情熱は全くおだやかで気高く寛大なのでそれ自身徳に

似ており，一つの徳は他の徳に簡単になじむからです。…無論彼女は自分に愛することを禁じま

す。・愛を憎んでいるからというより，憎まなければならない，怖れなければならないという信条

のためなのです。だから彼女は愛に抗います。しかし抗いつSも，知らず知らず，冒険の好みの

中にひきこまれてゆくのです。」（a3）となっている。この分類は別の箇所にも見出きれる。（一

方は）…心が恋愛において，嫌な印象には閉きれ，快い印象は偶然おこる度に受入れるといった

タイプである。結局すべてから，利益を得る心であり，一つの対象に心を動かきれたからといっ

て，他のを諦めない。感情からいって好まない人々をも，虚栄心のために引きとめておくのであ

って，気が向けば，同じ日に何圃も，愛に応えることが屡々できえある。」｛44）他の方は，「全

く反対の性格で，その心はもっと賢く，もっと新鮮で，いつも恋愛を危険と見なして来たらし

く，そこに近ずくのを恥として来たのである。だが，打ち見たところ，危険は彼女を追跡して来

た。そして，いやいや逃れる時は，人はのろのろしているものだから，その危険に癩まれたのだ。

彼女は愛している。」（a’」）といった風である。

　このように，愛を危険と教えられ，それに近ずくまいとする徳高い，初心な心ほど，そこにひ

きずりこまれやすいのであるから，無知におくのが安全と考える教育ほど逆効果なものはない。

むしろ，Marivauxは，このような場合に，世問を知った年上の女性の忠告を，経験の浅い女性

を危険から守る，貴重なものとして高く評価している。

　相談の相手が，母親であれば理想的で，Zα醗76　confidenteになるわけであるが，　こ＼に

資料として用いた記事の申にも，恋を打ちあけられて，それを母に告白するという場面が見られ

る。（46）しかしそれが，容易なことでないのは，La　Mere　confidenteでも明瞭で，　Manvaux

は，それに代るものとして，少し年上の女友達を，しばしば描いている。例えば，SPectateur

ffascgaisのlle　feuille　e（は，「何と多くの娘達が，今日断崖の縁に立っており，そこにおちたこ

とか／ごくわずかな徳の残りが，彼女をひきとめている。だがこんな場合，徳なんて大して役に

は立たないのだ…。」（i7）という警告ではじまり，いろいろな娘達の例をあげている中に，　E160nor

という少女の話がある。彼女にはMirskiという恋人があったが，思いがけぬ障害が起って，

結婚出来なくなってしまった。しびれを切らした相手から，「習慣は，われわれが夫婦になるた

めに，証人が要るというが，われわれの心こそ証人ではないか。」（48＞と云われ，ひどく迷って，
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「もう少しで自分の愛に負けるところであった。」（49）幸にも彼女は年上の女性によって救われ

る。それをMarivauxは次のように物語る。「しかし彼女はconfidenteを持っていた。それは

Fatimeといって，年上の女で，彼女をお守りした人であり，彼女はこの人の思慮深さを何度

も経験しており，この人には何も隠したことがなかった。」（「JO）こうして何も隠きない打あけ

話が出来，杓子定規な束縛でなく，豊かな世閲知で導いてゆくことこそ，娘達の幸福を守る母

または年上の女友達の資格だと考えていたようである。若い娘に限らない。6ケ月間恋人と離れ

ていて，いろいろ悩んでいる婦人に，その友である婦人が，自分の経験をおりまぜて忠告してい

る面白い話が，Lethes　oo漉πα鋭鰯θaventUreである。この忠告者は，深刻がる友をからか

い笑いとばしながら，社交界の女らしい一っの生き方を示す。「そんな悩みは，永遠の忠実に対

するあんたの魂の捧げものにすぎないのよ。そんなものは何の価値もないわ。忠実さなんて思い

切って，なくなるにまかせなきいよ。そんなものを後生大事にしてるのは，とんまだけよ。」（51｝

そして相手が，「あなたの半生の話を，おしまいまで聞かせてよ。力づけられるわ。」　というと，

「その云い方をきくと，なにか冒濱を犯した信心家みたいね。」（52）とまた大笑いするのである。

このLettv’es　contenant　asne　aventureは未完なので断雷できないが，この婦人も，先のFatime

と同様，人生の裏をよく知り，人の心について，醒めた観察をしている点，MariVauxが，悪い

忠告者として描いているのでないことは明らかである。

　この享楽的な女性と，Mme　de　Lambertとを，同一視することは荒唐無稽であるが，しかしわ

れわれはこsで，「気に入るためには，男の人の心を知らねばなりません。」（53）というM㎜ede

Lambertの患告を思い出さずにはいられない。世麗というものや，人の心をよく知って兇誤らな

いこと，それが女性に与えられるべき最初の力ではないだろうか。隔離と無知でなく，現実をよ

く教えられたうえで，よき方肉へ導かれるのがよいと，MariVauxの並べてくれた挿話の数々か

ら推察できるのである。例をあげよう，Le　SPectatezeTfranCsaisの18e　feu三11e　lcは，女友達とそ

の愛人のいきかいを目のあたり見た老婦入の述懐として，「事実，私に出来のよい娘がいたら，

その子に徳の例をいくっも示してみせるより，こうしたことを，一つ見せた方が，ずっとよく育

てられると思うのですよ。」（5ρと語られている。

　では，MariVauxの志していたよき方向とはどこだろうか。それをもっと明確にするには，

Marivauxがどんな女性を理想的な女性と考えていたかを，劇の数々や，長篇小説の分析によっ

て調べなければならない。こSではその予備調査として，はじめに限定した資料だけから，

Mme　de　Lambertとの比較によって，大雑摺な輪郭を掻むだけにとs”めたい。

　Mme　de　Lambertが，「女性は気に入ることに，運命ずけられているのです。」という言葉で現

わしたことを，Marivauxは微に入り細に豆って，女性が如何にcoquetteであり，plaircというこ

とに，その全力を用いるものであるか，嫌というほど，描いてみせてくれた。女性にっいて言及

きれているところは，殆んどと言っていSほど，この根本原理が呈出されているといっても過言

でない。がMariVauxは，だから女性とは，仕様のないものだと云っているのではない。この資料

に現われたMarivauxは，何よりも　moralisateurであり，講刺しながら，よりよきものを実現しよ
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うとする，Moliδreの後継蕎である。　Mme　de　Lambertが，美の支配は長く続くものではないと

雷って，筋）女性のcoquctterieを戒めたように，彼もまた，それが如何に女性を滑稽なものにす

るかを訓そうとしている。Le　SPectatezerプ’？’amcsaisの18e　feuilleにのっている老婦人の覚え書

は，その典型的な例である。それは，女性の本性であるcoquetterieが，どのように癒されてゆ

くかの，小きな歴史である。

　最初の苗い経験は，この婦人の愛人が，その娘に，婦人に会うことを禁じた事実であった。婦

人から詰聞された愛人は，私は「娘を結婚させようとしている。娘はあなたに影響されて，あな

たのように優雅になりたいと希うでしょう。それは結婚前の娘にとって適当でない。」（5ωと手

紙で理由をのべる。老婦人は覚え書の中で，「私はこの手紙を，細切れにしてしまいましたが，

御覧のように長く記憶に残っています。そしてその時は気づかなかったけれど，これは，私の

coquetterieを，ましにしてくれた最初の事件でした。」（「・7）と云っている。その次は，女友達が，

情人から尊敬もなく扱われているのを見て，「男の人を今までより，つまらないものと思うように

なった。そして今までほど，彼等に気に入りたいと思わなくなった。」（「J8）ことだという一とは

いってもcoquetterieは，なかなかなおらない。この婦人も，「われわれの馬鹿さ舶減の一つは，

若やいだ様子が，自分を若くみせてくれると，い＼年をして考えることである。」と言っている。い

くら若い人のまねをしても，そこにはどうしてもちがうものがある。「女達はそれを信じないしこ

れからも決して信じようとしないでしょう。私みたいに，うんと，滑稽なきまをさらけてからで

なくてはね。」（「・9）一さて，いよいよ，若い人のまねもできない老年に達すると，自分は美しか

ったという面影の残りに助けられて生きるようになる。「この残ったものに私はまだ自惚れてい

ました。人がそれをどう思うかと気にしていました。馬鹿なことです。そのとおり。でもそれが

今お話している一人の女の歴史なのです。われわれは魅力がある時はcoquetteで，もうそうでな

い時もcoquetteなのです。最初の場金は，愛されようとつとめるから。後の場合は，愛きれるに

価したということを示そうとつとめるから。」（60）一こうした或日，ある会合で婦人は，一人の

青年が親切にしてくれるので嬉しくなっていたところ，その後，青隼が恋人に出した手紙を見る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ゆ　　　ロ　　　じ　　　コ　　　　
機会があった。その申で青年が，「あの古ぼけたものをどうしたらいSでしょう。何とかして下

きい。あの人は私に恋してもらおうと，躍起です。ほんとですとも。あの女のcoquetterieがどん

なものか，御存じないのです。あんなしつこいものはありません。云々…。」（61）と書いている

のを読み，思い知らきれる。その隣は悲しいばかりであったが。一ケ月後，親しい友の死を目の

当りに見て，やっと阻界がすっかり変って見えた。」（62）のである。この長い話は，Mme　de

Lambertが，「もうあなたの美しさで，その場所を飾ることができない時には，そこへ行っては

なりません。」（63）と言っているのと，同じ発想であり，同じきびしい教訓である。

　同じような好み，同じような教えはまだ他にも見られる。恋愛申の女性が如何に理性を失うか

を，おとぎ話をきく子供にたとえて，「まだこうした忠告のまに合う女性がたくさんいる。」とい

って，「こうした状態に対して怖れを抱いてほしい。それが救いになるから。」と述べ，愛のあと

に，どんなに惨めさのみが残るかを説いている。（6・i）混乱や狂気の恋愛に対して，恰度，Mme　de
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Lambertが，説いたような，節度ある，精神的な愛を，説いているところもある。「このような

恋愛がどんなものか，よくわかって頂きたい。このような恋愛では，どんなに二入が偉大で気高

く，デリケートであるか，また名を惜しみ，それに満足しているか，また，賢明でいようとする

ことに，どれほど満足があるものか，わかってほしい。というのは，普通そんなことには，悦び

はないと皆おもっているから。それは誤解なのだ。徳は，それに費した苦しみに報いてくれる。

相手を愛するのと同じほど，この徳を愛するようになる。徳と相手とはまじり合い一つのものに

なる。それこそ愛すべきものになると思いませんか。それを愛することに喜びがありませんか？

そのk，このような気高い情熱を持ち，それを相手にも与えるということは，まさに名誉あるこ

とではありませんか。あ㌧互に愛されるに柑応しくなろうとして，互に争って賢明になろうとす

るのです。」（65）

　こ、に詳しく述べられた愛は，Mme　de　Larnbertが，こまごまと述べた異性間の友情論と非

常によく似たものである。Marivauxは，どんなに女性をcoqu磁eなものと定義していても，こ

うした生き方に到達することを不可能と考えてはいなかったらしい。かえって女性の中に，悪を

嫌い，よいものを好む力があるという自然への信頼がはっきりと見られる。Le　SPeclateur

吻α璽βガsの18e　feuilleに，「徳は実際美しいものです。悪徳は魅力があるけれど，それ以上に或

面で醜さを持っているものです。そうですとも，その快楽は無限だと云っても，快楽以上に嫌悪

を与えるものなのです。悪徳といsましたが，一寸した恋心もその一っです。それは精神に混乱

をきたし，心の混乱もやがてそれに加わります。この混乱には甘きがあるとしても，その苦きを

知っていれば，それを味ってみようという女はありませんよ。」（66）という言葉がのべられてい

るなどがその例である。

　ところで最後に，Mme　de　Lambertとの類似点で，もっとも興昧深いのは，女性の感ずる力へ

の信頼である。例をあげると，』猛伽scontenant　eene　ave　ztzcreの女主人公は，きまざまの困

難な立場でうまく立ちまわるのに，こう述べている。「これらの陰謀を，うまく私が処理するの

は，機智や巧妙さの力でさえありません。私は決して，熟慮しないのです。私は冗談を云い，私

は感じるのです。これが私の才能のすべてなのです。それでもって私は何時でも難局を切り抜け

たのです。最もデリケートな措麗も，最も巧妙な手だても，思考や努力を少しも必要としないの

です。……私は本能によって，いっも適切に，いつもすべてを享楽しながら行動します。この

coquetteであってしかも少しも罰を受けない本能を，私はひとえに次のようなものに負っている

のです。すなわち，愛きれる価値がある女だと感じたいという癒し難い欲望，そのことを私に証

してくれるあらゆることに対するっよいつよい好みとに負っていると思うのです。」（67）この生

き方の原理を証明するような雷葉が，他のところにも，しばしば現われてくるく＜Je　sentiS，　je　ne

sais　comment……qu’en　parcileas，1e　plus　sfir　moyen　de……〉〉（68）こうした女性のタイプは，

Marivauxが，劇や小説で好んで描いたと思われる。

　女性が，理性の力で，男性に劣らないものであるという説は，現在までの社会状況や，環境の
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せいであるにしても，証明の難しい闘題である。だから，理性万能の懸想が支配している時代に

は，多数の入々の頭の中で，女性はあくまでも劣ったもの，せいぜいこれから進化教育きれるべ

きものとしての地位しか獲得することができない。それにひきかえ，人間の感じる力への評価が

増し，その才能への信頼が高まるにつれて，女性の評価も高め得る可能性が現われる。Mme　de

Lambertの用いた論理は，まさにそれであって，理性の働きは努力によって開発し，増大するこ

とができるが，感じる力は，自然から与えられるより他ないとすれば，女性がその本能としても

っているこの力の上に，理性を合せもつことが，できるなら，必ず男性よりもすぐれた存在の実

現を見るというのである。この点で17世紀のhonn6tes　gensやpr6cieusesの感性評価は，　Mmc　de

Lambertのグループの女性擁護論を大きく支えるものだと推測できる。またMariv認xもその一

端をになっていると結論できるのである。たゴこのような論拠は，時代の流れにうまくマッチで

きない欠点を持っていたのではないか。という疑問が残る。もしこのグループの女性論に，大勢

を決し得ない欠点があるとしたらそれは侮か。時代の流れの中で，それはどんな風に発展してゆ

くのかは今後に残された間題である。
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